
事 務 連 絡  

令和２年６月１日 

 委員(関係者)各位 

 

中央通り再編関係者調整会議事務局 

四日市市都市整備部都市計画課 

四日市市都市整備部市街地整備・公園課 

四日市市商工農水部商工課 

 

 

第１回中央通り再編関係者調整会議の書面会議の開催について（通知） 

 

 

 中央通り再編関係者調整会議の設置に伴い、第1回会議を書面にて開催します。 

つきましては、同封いたしました下記の資料をご確認いただき、回答様式にてＦＡ

Ｘ若しくはメールにて、令和２年６月２日（火）１７時までにご提出くださいますよ

う、お願い申し上げます。 

 

 

記 

 

 

１ 事項 

（１）これまでの経緯 

（２）「中央通り再編関係者調整会議」の設置 

（３）今後の進め方 

 

 

２ 送付資料 

 資料１：これまでの取り組み 

 資料２：「中央通り再編関係者調整会議」の設置について 

 資料３：中央通り再編関係者調整会議 規約 

 資料４：中央通り再編関係者調整会議 名簿 

 資料５：今後の進め方 

 資料６：回答様式 

  

 

 

【送付先】                      

             四日市市都市整備部市街地整備・公園課 伊藤・後藤 

 TEL 059-354-8200  FAX 059-354-8404    

 E-mail chuodori-st@city.yokkaichi.mie.jp   
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第1回 中央通り再編関係者調整会議第1回 中央通り再編関係者調整会議

資料１

1-1. 基本構想の策定
1-2-1. 行政計画への位置付け等「四日市市総合計画2020～2029」
1-2-2. 行政計画への位置付け等「四日市市立地適正化計画」
1-2-3. 行政計画への位置付け等「四日市市都市総合交通戦略」
1-3-1. 国の支援等「都市・地域交通戦略推進事業」
1-3-2 .国の支援等「バスターミナル整備」
1-4. 調整会議の設置

１． これまでの取り組み
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第1回 中央通り再編関係者調整会議

１－１．基本構想の策定

・ 近鉄四日市駅周辺等整備事業については、平成29年から「近鉄四日市駅周辺等整備基本構
想検討委員会」の中で議論を行い、平成30年に基本構想が策定された。
・その後、基本構想を踏まえて、具体的に事業推進を図るために、必要な行政計画への位置付け
を行うとともに、国の支援を得て基本計画の検討などに着手している。

■近鉄四日市駅周辺 ■JR四日市駅周辺

【交通機能強化】

バス乗降場の集約化

【顔・賑わいづくり】

鵜の森公園への歩行者動線確保

【顔・賑わいづくり】

市民公園への歩行者動線確保
【空間の魅力向上】

●バス待ち空間・歩行空間・賑わい空間として
並木区間を活用
●車道空間を南側に集約

【顔・賑わいづくり】

●駅・バスターミナル・南広場を結ぶ
歩行者用デッキの設置
●ビューポイントとしての活用

【顔・賑わいづくり】

待合・交流空間の創出

【交通機能強化】

駅前交差点のコンパクト化

【交通機能強化】

バス・タクシー・送迎車両の利便性向上

【空間の魅力向上】

駅前空間との連続性に配慮し
歩行空間を形成
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第1回 中央通り再編関係者調整会議

・本年度を初年度とする新総合計画の重点的横断戦略プランにおいて、「ＷＥ ＤО 四日市
中央通り」を位置付け、ＪＲ四日市駅及び近鉄四日市駅の駅前広場や歩行空間等の整備・高次
都市機能の集積で、居心地が良く歩きたくなる魅力的なまちなかを形成することに取り組むこととし
ている。

１－２－１ ．行政計画への位置付け等「四日市市総合計画2020～2029」
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第1回 中央通り再編関係者調整会議

１－２－２ ．行政計画への位置付け等「四日市市立地適正化計画」

都市機能誘導に係る施策として、近鉄四日市駅周辺等整備事業を位置づけることで、後述する
交付金事業の補助率の嵩上げ（通常1/3⇒1/2）が行われる。

近鉄四日市駅

ＪＲ四日市駅

都市機能誘導区域

近鉄四日市駅

ＪＲ四日市駅

■課題解決のための施策・誘導方針（ストーリー）

・総合計画の策定と並行して、都市機能の集積に必要となる立地適正化計画を、本年３月に策定。
・目指すべき都市構造の実現に向け、都市機能誘導に係る施策として、中心拠点の都市機能の高
度化・集約化を位置付け。
・具体的な事業として、近鉄四日市駅周辺等整備事業を位置付け。
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第1回 中央通り再編関係者調整会議

１－２－３ ．行政計画への位置付け等「四日市市都市総合交通戦略」

・四日市市総合計画で示される将来都市像に基づく交通施策の実施計画として、平成23年に策定。

「公共交通の起点や接続点における利便性・快適性の向上」

戦略１：自由に移動し交流できる公共交通体系づくり

＞公共交通の要となる鉄道の活用
＞将来にわたり公共交通の骨格をなす幹線バス路線の構築
＞移動全体を支えるバリアフリー化の推進
＞鉄道やバスが円滑に乗り継げる環境づくり

現在の状況
（イメージ）

将来の目指すべき方向
（イメージ）
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第1回 中央通り再編関係者調整会議

１－２－３ ．行政計画への位置付け等「四日市市都市総合交通戦略」

「歩いて暮らせるまちづくりを支える道づくり」 「まちづくりと連携した公共交通づくり」

戦略３：まちなかの賑わいづくり

＞近鉄四日市駅における交通拠点づくり
＞歩いて楽しい街並みづくり
＞誰もが安全・快適に自由に移動できる環境の創出
＞JR四日市駅における公共交通の拠点づくり

戦略２：円滑な交通を支える道づくり

＞安全・安心に移動できる歩行者空間の整備
＞通過交通の分散による渋滞緩和
＞環状道路とバイパスの整備
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第1回 中央通り再編関係者調整会議

１－３－１．国の支援等「都市・地域交通戦略推進事業」

上記交付金事業の活用に向けて、「四日市市立地適正化計画」、「四日市市都市総合交通戦略」において、
近鉄四日市駅周辺等整備事業を位置付け。

・行政計画に基づき、令和２年度から国の支援を得て、社会資本整備総合交付金事業
（都市・地域交通戦略推進事業）として、基本計画の策定等に着手している。
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第1回 中央通り再編関係者調整会議

１－３－２．国の支援等「バスターミナル整備」

・交通結節点改善事業（バスターミナル整備）
〇事業を進める中で、基本構想の中で検討していたバスターミナル部分について、近鉄四日市駅
の交通結節機能強化に向けた調査費が、令和２年度の国の予算に盛り込まれ、国土交通省にお
いて整備に係る検討を進めていただけることとなった。

→近鉄四日市駅周辺においても、上記の道路法改正の活用に向け、国に要望活動を行ってきた。
→今後、特定車両停留施設に関連するバスタプロジェクトの展開を視野に、国と連携を図っていく。
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第1回 中央通り再編関係者調整会議

●調整会議の設置
・近鉄四日市駅周辺からＪＲ四日市駅周辺にかけての、空間を一体的に再
編していくためには、有識者や交通事業者、商業者などの関係者と意見交
換を行いながら、計画を推進していく必要がある。
・そのための場として「中央通り再編関係者調整会議」を設置する。

１－４．調整会議の設置

・近鉄四日市駅周辺等整備事業に関するこれまでの取り組みを踏まえ、調整会議を設置する。
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令和２年６月１日 

四 日 市 市 

「中央通り再編関係者調整会議」の設置について 

（設置趣旨） 

四日市市は、東西交通の要衝に位置し、古くから東海道の宿場町、港町として

栄え、近年では、臨海部の産業集積に加え、内陸部において世界最先端の半導体

工場が立地するなど、我が国有数の産業都市となっている。 

 さらに、新名神高速道路をはじめとした広域幹線道路網の整備が進むととも

に、2027 年にはリニア中央新幹線の東京から名古屋間が開通する見通しとなっ

ており、四日市市には、スーパー・メガリージョン形成の中で中部圏域の一翼を

担う都市として、さらなる飛躍が期待されている。 

そこで、四日市市では、リニア時代に相応しいゲートウェイとして、居心地が

良く歩きたくなる魅力的なまちなかを形成するために、近鉄四日市駅及び JR 四

日市駅の駅前広場や中央通りの歩行空間等の整備からなる近鉄四日市駅周辺等

整備事業に取り組んでいる。 

今後、近鉄四日市駅周辺等整備事業を推進していくために、中央通りや近鉄四

日市駅及び JR 四日市駅の駅前広場整備その他関連する周辺における整備・再編

に向けて、四日市市が策定する「（仮称）近鉄四日市駅周辺等整備基本計画」及

び、国土交通省と四日市市が策定を進める「（仮称）近鉄四日市駅周辺における

交通結節点整備計画」について、有識者、交通関係者、商工関係者、市民および

行政等が、さまざまな立場や観点から幅広く意見交換を行うことを目的とし、

「中央通り再編関係者調整会議」を設置する。 

（検討範囲）中央通り（西浦交差点～近鉄四日市駅～JR 四日市駅）とその周辺 

右範囲図追加 

 

JR 四日市駅 

近鉄四日市駅 

資料２ 
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中央通り再編関係者調整会議 規約 

 

（名称） 

第１条 本会は、「中央通り再編関係者調整会議」（以下「会議」という。）と称する。 

（目的） 

第２条 会議は、中央通りや近鉄四日市駅及び JR 四日市駅の駅前広場整備その他関連

する周辺における整備・再編に向けて、四日市市が策定する「（仮称）近鉄四日

市駅周辺等整備基本計画」及び、国土交通省と四日市市が策定を進める「（仮

称）近鉄四日市駅周辺における交通結節点整備計画」について、有識者、交通

関係者、商工関係者、市民および行政等が、さまざまな立場や観点から幅広く

意見交換を行うことを目的とする。 

（所掌事務） 

第３条 会議は、基本計画の策定や、駅前・道路空間のデザインや利活用等について、

さまざまな立場や観点から意見交換を行うものとする。 

（組織） 

第４条 会議は、市長が委嘱する委員、関係者、オブザーバーをもって構成する。 

    ２ 委員は、都市計画等の分野に関する有識者および市民のうちから、市長が

委嘱する。 

    ３ 委員の任期は、委嘱の日から令和４年３月３１日までとする。 

    ４ 関係者において、やむを得ない事情により会議に出席できないときは、  

代理者を出席させることができるものとする。 

（座長） 

第５条 会議に座長を置き、有識者から選任する。 

    ２ 座長は会議の長を務め、事故等があるときは、あらかじめ座長が指名した

委員がその職務を代理する。 

    ３ 必要に応じ、会議に構成員以外の者の出席を求めて意見を聞くことができ

る。 

（部会・ワーキンググループ） 

第６条 会議に「（仮称）近鉄四日市駅周辺における交通結節点整備計画」を検討する

近鉄四日市駅バスターミナル検討部会を置く。 

    ２ その他必要に応じて、専門的な調査・検討等を行う部会やワーキンググル

ープを置くことができるものとする。 

（会議の公開について） 

第７条 会議は、原則公開とする。ただし、座長は、公開することにより公正かつ円滑

な会議運営に著しい支障が生ずると認められるなど、特別な理由がある場合に

は、非公開とすることができる。 

（事務局） 

第８条 会議の運営に関わる事務を行わせるため、事務局を置くものとする。 

    ２ 事務局は、四日市市都市整備部 都市計画課、市街地整備・公園課及び商

工農水部商工課に置くものとする。 

資料３ 
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資料４

中央通り再編関係者調整会議
名簿（令和２年６月１日）

氏　名

早稲田大学　理工学術院　大学院
　創造理工学研究科　教授

有賀　隆 (座長)

名城大学理工学部
　社会基盤デザイン工学科　教授

松本　幸正

東京大学　大学院
　工学系研究科　准教授

村山　顕人

近畿日本鉄道㈱　鉄道本部　名古屋統括部　施設部長 布施　徳彦

東海旅客鉄道㈱　総合企画本部　企画開発部　担当部長 木村　誠司

三重交通㈱　バス営業部長 高田　和昭

三岐鉄道㈱　取締役　自動車部長 高木　修司

三重県タクシー協会　北勢支部長
㈱三交タクシー　　　代表取締役

中島　嘉浩

三重県バス協会　専務理事 青木　周二

四日市自治会連合会　会長 水谷　重信

㈱近鉄百貨店　百貨店事業本部　四日市店長 速水　正明

諏訪栄町地区街づくり協議会　会長 北岡　泰爾

四日市駅西発展会　会長 堀木　直弘

四日市商工会議所　専務理事 須藤　康夫

四日市観光協会　会長 小川　硬一郎

㈱ディア四日市　代表取締役社長 鈴木　主計

近鉄グループホールディングス㈱　総合企画部長 山本　寛

近鉄不動産㈱　名古屋事業本部　賃貸事業部長 中野　光典

四日市南警察署　署長 稲垣　好人

国土交通省　中部地方整備局　三重河川国道事務所長 秋葉　雅章

三重県　県土整備部　理事 真弓　明光

四日市市　副市長 舘　英次

三重県警察本部　交通部参事官(交通規制課長) 髙橋　康二

国土交通省　都市局　街路交通施設課　課長補佐 川﨑　周太朗

国土交通省　中部地方整備局　建政部　都市整備課長 鈴木　克章

国土交通省　中部地方整備局　道路部　道路計画課長 大西　宵平

国土交通省　中部運輸局　交通政策部　交通企画課長 四辻　純也

国土交通省　中部運輸局　三重運輸支局長 白木　広治

四日市市　都市整備部　都市計画課 ―

四日市市　都市整備部　市街地整備・公園課 ―

四日市市　商工農水部　商工課 ―

事務局

有識者

市民
商工関係者

大規模権利者

行政

所　　　属

交通
関係者

オブザーバー
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第1回 中央通り再編関係者調整会議第1回 中央通り再編関係者調整会議

資料５

5-1. 調整区域
5-2. 事業スケジュール（案）

５． 今後の進め方
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第1回 中央通り再編関係者調整会議

５－１．調整区域

・下記の区域において、四日市市の玄関口に相応しい駅前空間づくりや、ウォーカブルな空間づくり、
バスターミナルによる交通結節機能の強化等について、意見交換を行う。

市役所

JR四日市駅

近鉄四日市駅

【バスターミナル検討範囲】
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第1回 中央通り再編関係者調整会議

令和２年度
（２０２０）

令和３年度
（２０２１）

令和４年度
（２０２２）

令和５年度
（２０２３）

令和６年度
（２０２４）

令和７年度
（２０２５）

令和８年度
（２０２６）

令和９年度
（２０２７）

設計・工事

中央通り再編
関係者調整会議

近鉄四日市駅
バスターミナル
検討部会

５－２．事業スケジュール（案）

リ

ニ

ア

開

業

（
東

京

・
名

古

屋

間

）

※第2回は8月頃を予定
・バスタ施設配置・計画の考え方
・中央通り（近鉄四日市駅～JR四日市駅）の考え方

設計 工事

本日

・今後の「中央通り再編関係者調整会議」及び「近鉄四日市駅バスターミナル検討部会」の進行
によっては、スケジュールを変更することがある。
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中央通り再編関係者調整会議 

令和２年度 回答様式  

 

 

委員（関係者）氏名  

 

 提出期限：令和２年６月２日（火） 

 

 

１．中央通り再編関係者調整会議の参加について 

 

了承する  ・  了承しない 
 

 

２．座長を 有賀 隆 とすることについて 

 

了承する  ・  了承しない 
 

 

３．今後の進め方について 

 

１）特に意見なし 
 

２）意見 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

連絡先 中央通り再編関係者調整会議事務局 

（四日市市都市整備部市街地整備・公園課内） 

電 話 ０５９－３５４－８２００ 

ＦＡＸ ０５９－３５４－８４０４ 

メール chuodori-st@city.yokkaichi.mie.jp  

資料６ 
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